

















































































1年生前期、週 1コマ（90 分）× 15 回 
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（5）プレゼンテーション（第 10～ 14 回）
学生が個人の興味・関心に合わせて「子ども」
に関連するテーマを自由に設定し、テーマの意
味、現状、自分の意見を盛り込んだ 5分間のプ
レゼンテーションを計画、実施した。発表はク
ラス単位で行い、グループ内で分担して相互評
価を行った。それぞれ、A：よくできている、B：
ふつう、C：あともう一歩の 3段階で評価したう
えで、「良かった点」「改善を要する点」につい
て自由にコメントを記述した。評価項目を表2に
示す。なお、相互評価はお互いに改善すべき点
に気づき、向上することを目的としているため、
建設的なコメントを記述するよう強調した。プ
レゼンテーション終了後、学生は評価シートを
交換し、それを参考とした振り返りレポートを
作成した。
（6）聴き取り課題（全 6回）
聴いた内容を正しく文字で表記できる力を継
続的に訓練するため、幼児教育や最近話題と
なっている事柄を取り上げた新聞記事を教員が
読み上げ、学生が記述する聞き取り課題を実施
した。題材を以下に示す。
①ヘイトスピーチ（政府広報　法務省）
② 小中学校給食（編集手帳　読売新聞　2014.5.22　
朝刊）
③ 食の無形文化遺産（読売新聞　2014.8.22　朝
刊）
④ こどもの声（編集手帳　読売新聞　2015.2.14　
朝刊）
⑤ ロシアの隕石（記者のひとこと　読売新聞　
2015.2.28　朝刊）
⑥ ミドリムシ（南方熊楠賞　藻類の研究　朝日
新聞　2015.8.28　朝刊）
4．まとめと今後の課題
今年度より学科の専任教員を中心に計画、実
践した初年次演習（基礎）の内容、方法につい
て報告した。シラバス作成時点で、幼児教育学
科の学生が獲得すべき力、体験すべき事柄に関
する議論を行ってはいたが、学生を目の前に授
業を実践しながら、担当者間で打合せや反省会
を重ねる中で、それがより具現化されていった
と実感している。
次年度以降は、授業実践と学生の学修成果と
の関連について、実証的に検討することが必要
である。学修成果の評価には、直接評価と間接
評価があるとされている。直接評価とは、学生
が「何ができるか」に着目した評価の方法であ
り、間接評価とは、学生が「何ができると思っ
ているのか」を学生の自己報告によって調査す
図 4　報告書に必要な項目を示すスライド
表 2　プレゼンテーションの評価項目
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幼児教育学科における初年次演習の取り組み
る方法 8）である。本科目においてもこの両面か
ら学修成果を評価し、授業改善を進めていく必
要がある。特に前者については、レポートやプ
レゼンテーション等、パフォーマンスの評価が
重要であるため、学生自身が学習のねらいを理
解するためにも、教員が授業改善を行うために
もルーブリックの開発と活用が望まれる。
また、幼児教育学科の全教員が育てたい「保
育者像」を具体的に描き、そのために必要な力
を共有することが必要である。そして、すべて
の専任教員が「初年次演習」の内容に興味をも
ち、授業実践に関わることが望ましい。さらに、
入学前教育、オリエンテーション、アドバイザー
制度、ラーニングコミュニティとしての保育ゼ
ミの活用等、保育者となるために大学で学ぶた
めの基礎的な力の育成を総合的に考え「初年次
教育」を実施していくことが期待される。
謝辞
非常勤講師として本科目をご担当いただき、
授業内容、方法の検討および学生の指導にご尽
力いただきました梶丸岳先生に記して謝意を述
べる。
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